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ペ
ー
ジ

規　
　
　

則

〇
宮
城
県
肥
料
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
農
産
園
芸
環
境
課
）　
　

一

告　
　
　

示

〇
平
成
二
十
五
年
宮
城
県
告
示
第
八
号
（
南
三
陸
金
華
山
国
定
公
園
の
特
別
地
域
内
の

　

行
為
の
許
可
基
準
の
特
例
を
適
用
す
る
地
域
及
び
基
準
の
特
例
）
の
一
部
改
正 

（
自
然
保
護
課
）　
　

一

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く

　

指
定
一
般
相
談
支
援
事
業
者
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　
　

二

〇
保
安
林
の
指
定
に
関
す
る
通
知
内
容
の
掲
示 

（
森
林
整
備
課
）　
　

三

〇
道
路
の
区
域
変
更
（
二
件
） 

（
道　

路　

課
）　
　

三

〇
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定 
（
防
災
砂
防
課
）　
　

三

〇
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定 
（　
　

同　
　

）　
　

四

公　
　
　

告

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
六
件
） 

（
建
築
宅
地
課
）　
　

四

選
挙
管
理
委
員
会

〇
参
議
院
宮
城
県
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
に
お
け
る
各
候
補
者
の
選
挙
運
動
に
関
す
る

　

収
支
報
告
書
の
要
旨 

五

雑　
　
　

報

〇
仙
台
松
島
道
路
（
第
Ⅵ
期
）
工
事
の
一
部
完
了 

九

正　
　
　

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
二
四
九
八
号
中 

九

〇
宮
城
県
公
報
第
二
五
一
八
号
中 

一
〇

規　
　
　

則

　

宮
城
県
肥
料
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
一
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
一
号

　
　
　

宮
城
県
肥
料
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

宮
城
県
肥
料
取
締
法
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。    

　

別
表
５
の
項
中
「普

通
肥
料

」
の
下
に
「（６

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

。）」
を
加
え
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
十
五
号

　

平
成
二
十
五
年
宮
城
県
告
示
第
八
号
（
南
三
陸
金
華
山
国
定
公
園
の
特
別
地
域
内
の
行
為
の
許
可
基
準
の
特
例
を
適

用
す
る
地
域
及
び
基
準
の
特
例
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
一
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

第
三
十
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

三
十
一　

尾
浦
西
地
区　

（
女
川
町
尾
浦
字
尾
浦
の
一
部
の
地
域
）

　

 　

当
該
地
区
に
お
い
て
行
わ
れ
る
規
則
第
十
一
条
第
四
項
本
文
及
び
第
九
項
に
規
定
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
次
の

表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
段
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

　

 　

な
お
、
当
該
地
区
に
お
い
て
は
、
規
則
第
十
一
条
第
四
項
第
七
号
、
第
九
号
及
び
第
十
号
、
同
条
第
九
項
第
四
号

及
び
第
五
号
並
び
に
同
条
第
二
十
三
項
第
二
号
及
び
第
二
号
の
二
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

６
 　
牛
由
来
の
原
料
を
原
料
と
し
て
生
産
さ
れ

た
肉
骨
粉
又
は
当
該
肉
骨
粉
を
原
料
と
し
て

生
産
さ
れ
た
普
通
肥
料

　
こ
の
肥
料
に
は
，
牛
由
来
た
ん
白
質
が
入
っ
て
い
ま
す

か
ら
，
家
畜
等
の
口
に
入
ら
な
い
と
こ
ろ
で
保
管
・
使
用

し
，
家
畜
等
に
与
え
た
り
，
牧
草
地
等
に
施
用
し
た
り
し

な
い
で
下
さ
い
。
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規　
　
　
　
　

則

読　

替　

え　

前

読　

替　

え　

後

第
十
一
条
第
四
項
第
二
号

二
階
建

三
階
建

十
メ
ー
ト
ル

十
三
メ
ー
ト
ル

第
十
一
条
第
四
項
第
四
号

千
平
方
メ
ー
ト
ル

百
六
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

第
十
一
条
第
四
項
第
六
号
の
表
中

「
第
三
種
特
別
地
域
」
の
中
欄

二
十
パ
ー
セ
ン
ト

六
十
パ
ー
セ
ン
ト

第
十
一
条
第
四
項
第
六
号
の
表
中

「
第
三
種
特
別
地
域
」
の
下
欄

六
十
パ
ー
セ
ン
ト

二
百
パ
ー
セ
ン
ト

第
十
一
条
第
九
項
第
三
号

千
平
方
メ
ー
ト
ル

百
六
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

第
十
一
条
第
九
項
第
七
号
ロ

千
平
方
メ
ー
ト
ル

百
六
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

三
十
二　

尾
浦
東
地
区　

（
女
川
町
尾
浦
字
尾
浦
の
一
部
の
地
域
）

　

 　

当
該
地
区
に
お
い
て
行
わ
れ
る
規
則
第
十
一
条
第
四
項
本
文
及
び
第
九
項
に
規
定
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
次
の

表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
段
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

　

 　

な
お
、
当
該
地
区
に
お
い
て
は
、
規
則
第
十
一
条
第
四
項
第
七
号
、
第
九
号
及
び
第
十
号
、
同
条
第
九
項
第
四
号

及
び
第
五
号
並
び
に
同
条
第
二
十
三
項
第
二
号
及
び
第
二
号
の
二
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

規　
　
　
　
　

則

読　

替　

え　

前

読　

替　

え　

後

第
十
一
条
第
四
項
第
二
号

二
階
建

三
階
建

十
メ
ー
ト
ル

十
三
メ
ー
ト
ル

第
十
一
条
第
四
項
第
四
号

千
平
方
メ
ー
ト
ル

百
六
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

第
十
一
条
第
四
項
第
六
号
の
表
中

「
第
三
種
特
別
地
域
」
の
中
欄

二
十
パ
ー
セ
ン
ト

六
十
パ
ー
セ
ン
ト

第
十
一
条
第
四
項
第
六
号
の
表
中

「
第
三
種
特
別
地
域
」
の
下
欄

六
十
パ
ー
セ
ン
ト

二
百
パ
ー
セ
ン
ト

第
十
一
条
第
九
項
第
三
号

千
平
方
メ
ー
ト
ル

百
六
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

第
十
一
条
第
九
項
第
七
号
ロ

千
平
方
メ
ー
ト
ル

百
六
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

三
十
三　

竹
浦
南
地
区　

（
女
川
町
竹
浦
字
竹
浦
の
一
部
の
地
域
）

　

 　

当
該
地
区
に
お
い
て
行
わ
れ
る
規
則
第
十
一
条
第
四
項
本
文
及
び
第
九
項
に
規
定
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
次
の

表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
段
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

　

 　

な
お
、
当
該
地
区
に
お
い
て
は
、
規
則
第
十
一
条
第
四
項
第
七
号
、
第
九
号
及
び
第
十
号
、
同
条
第
九
項
第
四
号

及
び
第
五
号
並
び
に
同
条
第
二
十
三
項
第
二
号
及
び
第
二
号
の
二
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

規　
　
　
　
　

則

読　

替　

え　

前

読　

替　

え　

後

第
十
一
条
第
四
項
第
二
号

二
階
建

三
階
建

十
メ
ー
ト
ル

十
三
メ
ー
ト
ル

第
十
一
条
第
四
項
第
四
号

千
平
方
メ
ー
ト
ル

百
六
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

第
十
一
条
第
四
項
第
六
号
の
表
中

「
第
二
種
特
別
地
域
」
の
中
欄

二
十
パ
ー
セ
ン
ト

六
十
パ
ー
セ
ン
ト

第
十
一
条
第
四
項
第
六
号
の
表
中

「
第
二
種
特
別
地
域
」
の
下
欄

四
十
パ
ー
セ
ン
ト

二
百
パ
ー
セ
ン
ト

第
十
一
条
第
九
項
第
三
号

千
平
方
メ
ー
ト
ル

百
六
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

第
十
一
条
第
九
項
第
七
号
ロ

千
平
方
メ
ー
ト
ル

百
六
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

〇
宮
城
県
告
示
第
十
六
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

五
十
一
条
の
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
一
般
相
談
支
援
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五

十
一
条
の
三
十
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
一
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

指
定
一
般
相
談
支
援

の
種
類　
　
　
　
　

設
置
者
名

指
定
年
月
日

〇
四
三
〇
五
〇
〇
四
三
九

ほ
っ
と
オ
レ
ン
ジ

気
仙
沼
市
東
新
城
二
丁

地
域
移
行
支
援

地
域
定
着
支
援

特
定
非
営
利
活

動
法
人
ネ
ッ
ト

平
成
二
十
六
年

一
月
一
日
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目
五
番
四
号

ワ
ー
ク
オ
レ
ン

ジ

〇
宮
城
県
告
示
第
十
七
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
行
う
、
保
安
林
の
指
定
の
予
定
通
知

の
う
ち
、
相
手
方
の
所
在
が
不
分
明
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
通
知
の
内
容
を

栗
原
市
役
所
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
一
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　

 　

栗
原
市
栗
駒
文
字
小
手
七
五
の
四
、
七
五
の
五
、
七
五
の
七
、
七
五
の
八
、
七
五
の
一
二
、
七
五
の
一
三
、
七
五

の
一
六
、
七
五
の
一
七
、
七
五
の
一
九
、
七
五
の
二
〇
、
七
五
の
三
一

二　

所
在
が
不
分
明
で
あ
る
者
の
住
所
氏
名

　
　

東
京
都
練
馬
区
貫
井
四
丁
目
三
番
一
八
号　

コ
ー
ポ
秀
月
一
〇
二　

只
野
久
二
男

　
　

栗
原
市
栗
駒
岩
ケ
崎
上
町
裏
二
四
六
番
二　

只
野
ひ
ろ
み

　
　

栗
原
市
栗
駒
文
字
久
保
前
一
一
番
地　

後
藤
こ
と
ゑ

三　

通
知
の
内
容

　

 　

一
の
森
林
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
六
日
宮
城
県
告
示
第
九
百
八
十
一
号
で
告
示
し
た
と
お
り
保

安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
十
八
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
六
年
一
月
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部

土
木
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
一
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

道　

路　

名　

河
南
登
米
線

三　

道
路
の
区
域変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

登
米
市
豊
里
町
白
鳥
一
番
一
三
地
先
か
ら

同
市
豊
里
町
白
鳥
山
一
〇
三
番
四
地
先
ま
で

前
Ａ
　

四
・
〇
〜

 

一
六
・
四

四
二
〇
・
〇
　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。

　

Ａ
後　

　

Ｂ
　

四
・
〇
〜

 

一
六
・
四

四
二
〇
・
〇

一
二
・
〇
〜

 

三
二
・
八

四
五
七
・
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
十
九
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
六
年
一
月
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
一
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

道　

路　

名　

泉
塩
釜
線

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

塩
竈
市
袖
野
田
町
一
二
一
番
一
八
地
先
か
ら

同
市
東
玉
川
町
一
三
五
番
三
地
先
ま
で

前

　

五
・
五
〜

 

一
七
・
九

 

二
二
一
・
六

後

　

六
・
三
〜

 

一
八
・
四

 

二
二
一
・
六

〇
宮
城
県
告
示
第
二
十
号

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
六
条
第
一
項
及
び
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
に
指
定
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
一
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

区
域
の
名
称

土
砂
災
害

の
発
生
原

因
と
な
る

自
然
現
象

の
種
類

区　

域　

の　

所　

在　

地

建
築
物
の
構

造
の
規
制
に

必
要
な
衝
撃

に
関
す
る
事

項

縦
覧
場
所

宮　　城　　県　　公　　報（3）　平成26年１月14日　火曜日 第2523号



西
船
迫
沢

土
石
流

柴
田
郡
柴
田
町
本
船
迫
字
鹿
野
（
次
の
図
の

と
お
り
）

次
の
図
の
と

お
り

宮
城
県
土
木
部
防

災
砂
防
課
及
び
宮

城
県
大
河
原
土
木

事
務
所

西
船
迫
沢
２

土
石
流

柴
田
郡
柴
田
町
本
船
迫
字
鹿
野
（
次
の
図
の

と
お
り
）

西
船
迫
沢
４

土
石
流

柴
田
郡
柴
田
町
西
船
迫
四
丁
目
、
同
町
本
船

迫
字
沼
田
（
次
の
図
の
と
お
り
）

沢
田
沢

土
石
流

柴
田
郡
柴
田
町
本
船
迫
字
沢
田
（
次
の
図
の

と
お
り
）

西
船
迫
一
丁

目

急
傾
斜
地

の
崩
壊

柴
田
郡
柴
田
町
西
船
迫
一
丁
目
（
次
の
図
の

と
お
り
）

西
船
迫
四
丁

目

急
傾
斜
地

の
崩
壊

柴
田
郡
柴
田
町
西
船
迫
四
丁
目
（
次
の
図
の

と
お
り
）

神
の
前

急
傾
斜
地

の
崩
壊

柴
田
郡
柴
田
町
本
船
迫
字
神
ノ
前
（
次
の
図

の
と
お
り
）

西
船
迫
一
丁

目

急
傾
斜
地

の
崩
壊

柴
田
郡
柴
田
町
西
船
迫
一
丁
目
（
次
の
図
の

と
お
り
）

西
船
迫
三
丁

目

急
傾
斜
地

の
崩
壊

柴
田
郡
柴
田
町
西
船
迫
三
丁
目
（
次
の
図
の

と
お
り
）

西
船
迫
四
丁

目

急
傾
斜
地

の
崩
壊

柴
田
郡
柴
田
町
西
船
迫
四
丁
目
（
次
の
図
の

と
お
り
）

松
橋
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

多
賀
城
市
伝
上
山
一
丁
目
、
同
市
中
央
三
丁

目
（
次
の
図
の
と
お
り
）

次
の
図
の
と

お
り

宮
城
県
土
木
部
防

災
砂
防
課
及
び
宮

城
県
仙
台
土
木
事

務
所

伝
上
山

急
傾
斜
地

の
崩
壊

多
賀
城
市
伝
上
山
一
丁
目
（
次
の
図
の
と
お

り
）

鶴
ヶ
谷
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

多
賀
城
市
鶴
ヶ
谷
二
丁
目
（
次
の
図
の
と
お

り
）

鶴
ヶ
谷
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

多
賀
城
市
鶴
ヶ
谷
一
丁
目
（
次
の
図
の
と
お

り
）

松
橋
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

多
賀
城
市
伝
上
山
一
丁
目
（
次
の
図
の
と
お

り
）

鶴
ヶ
谷

急
傾
斜
地

の
崩
壊

多
賀
城
市
鶴
ヶ
谷
二
丁
目
（
次
の
図
の
と
お

り
）

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
は
、
当
該
区
域
の
縦
覧
場
所
の
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
十
一
号

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
一
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

区
域
の
名
称

土
砂
災
害

の
発
生
原

因
と
な
る

自
然
現
象

の
種
類

区　

域　

の　

所　

在　

地

縦　

覧　

場　

所

西
船
迫
沢
３

土
石
流

柴
田
郡
柴
田
町
西
船
迫
二
丁
目
（
次
の
図
の

と
お
り
）

宮
城
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び

宮
城
県
大
河
原
土
木
事
務
所

西
船
迫
一
丁

目

急
傾
斜
地

の
崩
壊

柴
田
郡
柴
田
町
西
船
迫
一
丁
目
（
次
の
図
の

と
お
り
）

西
船
迫

地
滑
り

柴
田
郡
柴
田
町
西
船
迫
三
丁
目
（
次
の
図
の

と
お
り
）

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
は
、
当
該
区
域
の
縦
覧
場
所
の
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

公　
　
　

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
一
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

塩
竈
市
白
菊
町
十
七
番
二
、
十
九
番
一
、
十
九
番
三
、

十
九
番
四
、
十
九
番
五
、
十
九
番
六
、
三
十
三
番
六
、
三

十
七
番
五
、
三
十
七
番
六
、
四
十
番
十
八
、
四
十
三
番
十

九
及
び
四
十
三
番
二
十
並
び
に
十
九
番
二
、
三
十
三
番

七
、
三
十
八
番
一
及
び
三
十
九
番
の
各
一
部

　

仙
台
市
宮
城
野
区
榴
岡
二
丁
目
二
番
十
一
号

 

株
式
会
社
み
つ
ば　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
一
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
　

塩
竈
市
杉
の
入
四
丁
目
三
十
三
番
十
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地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

仙
台
市
宮
城
野
区
榴
岡
二
丁
目
二
番
十
一
号

 

株
式
会
社
み
つ
ば　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
一
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

名
取
市
増
田
七
丁
目
三
百
八
十
番
一

　

仙
台
市
宮
城
野
区
榴
岡
四
丁
目
二
番
三
号

 

東
北
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
株
式
会
社　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
一
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

名
取
市
上
余
田
字
市
坪
八
十
七
番
一
、
八
十
七
番
三
、

九
十
一
番
及
び
九
十
三
番
二
並
び
に
九
十
二
番
二
の
一
部

並
び
に
八
十
七
番
四
地
先
の
道
の
一
部
並
び
に
八
十
七
番

一
地
先
の
水
の
一
部

　

名
取
市
上
余
田
字
市
坪
九
十
二
番
地

 

今
野　

幸
一　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
一
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

東
松
島
市
小
松
字
谷
地
百
七
十
番
一
、
百
七
十
一
番
、

百
七
十
二
番
、
百
七
十
三
番
、
百
七
十
四
番
、
百
七
十
五

番
、
百
七
十
六
番
、
百
七
十
七
番
、
百
七
十
八
番
、
百
七

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

十
九
番
、
百
八
十
番
、
百
八
十
一
番
及
び
百
八
十
二
番
並

び
に
百
八
十
三
番
、
百
八
十
四
番
、
百
八
十
五
番
、
百
八

十
六
番
、
百
八
十
七
番
、
百
八
十
八
番
、
百
八
十
九
番
、

百
九
十
番
、
百
九
十
一
番
、
百
九
十
二
番
、
百
九
十
三
番

及
び
百
九
十
四
番
の
各
一
部
並
び
に
百
七
十
番
一
地
先
の

水
の
一
部
（
一
工
区
）

　

千
葉
県
千
葉
市
美
浜
区
中
瀬
一
丁
目
五
番
地
一

 

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
株
式
会
社　
　
　
　
　

　

仙
台
市
泉
区
泉
中
央
三
丁
目
八
番
地
の
一

 

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社
仙
台
支
社

 

常
務
執
行
役
員
支
社
長　

岡
田　

恵
吾

　

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通
二
丁
目
七
番
十
四
号

 

株
式
会
社
快
適
計
画　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
一
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

宮
城
郡
松
島
町
松
島
字
小
梨
屋
八
番
一
及
び
三
十
一
番

一
の
一
部
並
び
に
同
町
高
城
字
帰
命
院
下
一
十
八
番
一
及

び
十
九
番
一
の
各
一
部

 

松
島
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
一
号

　

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
一
日
執

行
の
参
議
院
宮
城
県
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
に
お
け
る
各
候
補
者
か
ら
選
挙
運
動
に
関
す
る
収
支
報
告
書
の
提
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
百
九
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
一
月
十
四
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

　
　

地　
　

光　
　

輝　
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雑　
　
　

報

〇
宮
城
県
道
路
公
社
理
事
長
か
ら
、
次
の
と
お
り
公
報
登
載
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
一
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
仙
台
松
島
道
路
（
第

Ⅵ
期
）
工
事
の
一
部
の
完
了
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
一
月
十
四
日

 

宮
城
県
道
路
公
社　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

理
事
長　
　

千　
　

葉　
　

三　
　

郎　
　
　

一　

路
線
名　

県
道
仙
台
松
島
線

二　

工
事
の
区
間　

宮
城
郡
利
府
町
春
日
か
ら
宮
城
郡
松
島
町
根
廻
ま
で
（
松
島
大
郷
第
二
料
金
所
）

三　

工
事
の
種
類　

改
築

四　

工
事
一
部
完
了
年
月
日　

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
日

正　
　
　

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
二
四
九
八
号
（
平
成
二
十
五
年
十
月
十
一
日
付
け
）
中

ペ
ー
ジ

五五五

段上上上

行五　一
八

後
ろ
か

ら
一　

正

異　
議

申
立
て
7
3
10
0
2
1
0
0
7

審　
査

請　
求
0
1
1
1
0
0
0
0
0

計
7
4
11
1
2
1
0
0
7

審
理
中

不
服
申
立
て
年
月
日

件　　
　

名
処
理
状
況

平
成
24年

10月
18日

「勤
務
日
誌

（乙

）」及
び

「事
件
・
事
故
・
相
談

等
処
理
一
覧
表

」の
部
分

開
示
決
定
に
対
す
る
審
査

請
求

却
下

　
　
　
　
　
　
　

誤

異　
議

申
立
て
7
2
9
0
3
1
0
0
5

審　
査

請　
求
0
0
0
0
0
0
0
0
0

計
7
2
9
0
3
1
0
0
5

棄
却

１
件
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六

下

九

異　
議

申
立
て
3
5
8
0
3
1
0
0
4

審　
査

請　
求
2
0
2
0
2
0
0
0
0

計
5
5
10
0
5
1
0
0
4

異　
議

申
立
て
3
3
6
0
3
1
0
0
2

審　
査

請　
求
2
0
2
0
2
0
0
0
0

計
5
3
8
0
5
1
0
0
2

〇
宮
城
県
公
報
第
二
五
一
八
号
（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
日
付
け
）
中

ペ
ー
ジ

一
〇

段下

行九

正

宮
城
郡
松
島
町
根
廻
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

誤

宮
城
郡
松
島
町
根
回
ま
で
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